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11719 世紀怪談文化における＜北方＞
横　山　泰　子
　国土の中央から見て距離のある所は、しばしば異様な場所として表象され
がちであるが、＜北方＞も例外ではなく、鬼の住む場所、恐ろしい所、死に
近い地、などの怪奇幻想的なイメージを付与されがちであった（1）。怪談の舞台
としての＜北方＞イメージは、どのように作り出されたのであろうか。
　日本の怪談文芸と＜北方＞の関係については、東雅夫編『みちのく怪談名
作選 vol.1』が興味深い（2）。この本は、古来みちのく（陸奥）と総称されてきた
東北地方の風土と民俗にはぐくまれた怪談文芸の名作を集めた書である。東
は、中央の側から見た一面的な ｢辺境｣ というイメージを押しつけられながら、
幽暗な名作を生み出してきた東北の独自性を讃えるべく「みちのく怪談」と
いう語を使う。そして、その「幽暗な系譜は明治以降に始まるものではない」
として、近世の文人・只野真葛と平尾魯僊の作品を取りあげている。
　東の問題意識をふまえ、筆者は真葛と魯僊の作品を＜北方＞居住者の怪談と
してあらためて位置づけつつ、江戸に住み作中で＜北方＞を描いた山東京伝に
着目する。三人の作品を、＜北方＞の怪談という視点でつなげて論じることで、
（1）	 国土の四至などの辺境地は流刑地とされた。また「疫鬼之住」とされ、その先に異
類異形が住むとも考えられていた。この点については、例えば
青山宏夫 ｢古地図に描かれた想像世界｣『環境の日本史 1日本史と環境　―人と
自然―』吉川弘文館、2012 年
大石直正「外が浜・夷島考」関晃教授還暦記念会編『日本古代史研究』吉川弘文館、
1980 年
村井章介『アジアのなかの中世日本』校倉書房、1988 年等を参照。
（2）	 	東雅夫編『みちのく怪談名作選 vol.1』荒蝦夷、2010 年　なお、「みちのく怪談」に
ついては「仙台学」10 号（荒蝦夷、2010 年）でも「ようこそ＜みちのく怪談＞の
世界へ」と銘打った特集記事が組まれ、みちのく怪談コンテスト受賞作や東をはじ
め、高橋克彦、赤坂憲雄の選考会など興味深い記事がある。
19 世紀怪談文化における＜北方＞
――京伝・真葛・魯僊の場合
08_横山_16号.indd   117 2019/03/25   18:00
118 19 世紀怪談文化における＜北方＞
当時の＜北方＞イメージの多様性を示すのが、本稿のねらいである。
　本稿でとりあげる作品は、どれも 19 世紀のものである。当時は、中央と地
方との間での人の往来が盛んになり、多くの情報がスピーディーに行き交う
世の中になっていた。現実的な＜北方＞の情報が江戸にもたらされ、江戸の
動向を＜北方＞の文人たちも知ることができた時代の怪談文化において、＜
北方＞がどのように表現されたのかを見ていく。
山東京伝の場合―＜北方＞を外から描く
　山東京伝（宝暦 11 年・1761 〜文化 13 年・1816）は時代の動静に敏感で、
商売人として蝦夷の物産に興味を持っていたと郡司正勝はいう。18 世紀後半
は＜北方＞が脚光を浴びた時代であった。工藤平助が『赤蝦夷風説考』を書い
て田沼意次に献上し、最上徳内らが幕命により蝦夷調査に当たったのは天明
五年から六年にかけてのことである。寛政期にはロシアの使節ラックスマン
が大黒屋光太夫を伴い根室に来航する。こうした社会情勢を背景に＜北方＞
を扱った文学作品も書かれ、京伝の場合は例えば『安積沼』、『善知安方忠義伝』
『梅花氷裂』（読本）で＜北方＞を扱った。橘南𧮾の『東遊記』等の文献を用い、
京伝は、＜北方＞を、悪や鬼等と結びつく場所として描いたと郡司はいうの
である（3）。
　また、本多朱里によれば、京伝は読本の中で地方随筆を材料に用い、東北
のみならず北陸も物語の舞台として再現した。辺境が反逆の物語に相応しかっ
たこともあるが、風土、風俗、伝承そのものへの大きな興味が感じられると
いう。さらに、作中で本来奥州の風俗であるものを越後の情景の中に描かせ
ている事例を指摘し、
北陸は東北とほぼ同じような感覚でとらえられていたことを意味するの
ではないだろうか。今でいう東北・北陸という地理的な認識ではなく、江
戸より北の雪国という形での案外漠然とした北国のイメージだったと想
（3）	 郡司正勝「京伝の読本と蝦夷北国情報」『叢書江戸文庫 18　山東京伝集』国書刊行会、
1987 年、月報
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像される。そして、その遠く雪深い東北・北陸といった北国は、前述の
とおり江戸の人々にとっては追却の地、異界だったのである（4）。
と述べている。京伝の場合は合巻でも＜北方＞を扱った作品を書いており（『安
積沼後日仇討』、『糸車九尾狐』等）、＜北方＞への興味を感じ取ることができる。
　ここでは『安積沼』の＜北方＞の描写を検討していく（5）。『安積沼』は山井波
門の仇討と小平次の幽霊譚の二つの主筋から成り立つ。京伝の『安積山』以前
に、旅役者の怪死に関する風説があり（『東遊奇談』『耳袋』）、京伝自身は小平
次という役者の実在を信じていなかったものの、風説の流布に興味をそそら
れて『安積山』に取り上げたとされる。『安積沼』の独創性について森山重雄は、
｢江戸周辺で語られた小平次怪談を奥州の安積沼に移し、これを江戸と結びつ
けたこと」であると指摘し、以下のように述べる。
京伝が小平次伝承を奥州安積沼に移したのは、彼の『近世奇跡考』（文化
元）巻二第六 ｢小兵衛人形｣ の考証に其角の句 ｢我むかし坊主太夫や花
菖｣（『五元集』）の引用があり、坊主太夫すなわち坊主小兵衛と花菖の縁
から安積沼が引きだされたらしい。安積沼（浅香沼）と花菖とは『古今集』
時代からの歌枕であり、芭蕉の『奥の細道』の「あさか山」の条にも、「か
つみ
〵 〳
と尋ねありきて」云々と出てくる。小平衛は小平次に通ずるから、
水死した役者小幡小平次死霊物語の構想が、『奥の細道』の故事に即して
発想されるのは自然であったと、高田衛も指摘している（6）。
　さらに、森山は安積郡が隣村の安達郡とともに阿武隈川の流域にあって、か
（4）	 本多朱里「『善知安方忠義伝』攷　――京伝読本の方法――」読本研究の会編『読
本研究新集』第二集　　翰林書房　2000 年
（5）	『安積沼』については、
	 大高洋司「江戸読本の文体と『安積沼』」読本研究の会編『読本研究新集』第二集
	 佐藤深雪「『復讐奇談安積沼』論」『日本文学　始原から現代へ』笠間書院　1978 年
	 佐藤「近世都市と読本京伝の『復讐奇談安積沼』」日本文学協会編『日本文学講座 5』
大修館書店、1987 年
	 山本和明「京伝『復讐奇談安積沼ノート』」「相愛国文」1995 年等を参照した。
（6）	 森山重雄『鶴屋南北　綯交ぜの世界』三一書房、1993 年　9ページ
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つては大小の沼の存在する湿地帯であったこと、この地に猛威をふるう水霊
が恐ろしいものと信じられていたことも述べている。
　『安積沼』における小平次の死の場面を読んでみよう（7）。小平次は「近辺に安
積山、安積沼、葛の松原、信夫山などいふ名所はあれど、心なければ見にも
ゆかず」にいたところ、左九郎（小平次の妻お塚と密通）に安積沼での釣り
に誘われる。周囲に制止されたにもかかわらず出かけ、水中に落ちてしまう。
水練の達人だった雲平が手下とともに沼の底に隠れ、左九郎が小平次を水中
につきおとすのを待って絞め殺したのだが、小平次の死は「妖怪の所為」と
される。
　また、『安積沼』の悪人たちは、設定からして＜北方＞のマイナスイメージ
を作り出している。雲平は房州で殺人を犯して逃亡し、「津軽の海辺外が浜」
に足をとどめ賊の頭となった人物という設定である。外が浜は中世以来日本の
東端とされた。国家に害をなすものを追放する地として認識されており、その
イメージは建部綾足『本朝水滸伝』を経て京伝にも受け継がれている（8）。しかも、
雲平の手下たちの名は「胡
と ど
獱五郎鰊八」「鶚
みさご
二郎」「鴆
うとふ
二」であり、前掲の郡
司正勝の文章では彼らの名前が蝦夷の物産と関連づけられていることについ
て「蝦夷が悪に連想と結びついたところに時代の民衆の発想を代表している
ところがある」とされている。
　雲平たちは、羽州男鹿山の医者蒔田翻冲とも連携している。蛮人の秘法に
基づいて人肉から薬を作る悪人翻冲のもとには、雲平らが生け捕った人間が
届けられる。『安積山』では、翻冲のアジトは奥州男鹿山の蒿雀の岩窟（現在
は ｢孔雀の窟｣。コウモリの生態観察地として知られ、秋田県の天然記念物に
指定されている）に設定されている。京伝の描写は以下のとおりである。
羽州男鹿山に、蒔田翻冲と云、外料の医者ありけり。此男鹿山と云は、
羽州の東北にあたり、海中にさし出たる地にて、遠く望めば島山の如く、
絶景の勝地なり。（中略）原男鹿山は世界を離たる地にて、人の住ざる所
（7）	『安積沼』の引用にあたっては『山東京傳全集第 15 巻』ぺりかん社、1994 年　を用
いた。なお、古文献の引用に際し、読みやすさを考え適宜ルビを削っている。
（8）	 近世文学における外が浜については、大屋多詠子「京伝 ･馬琴作品における辺境　
―外が浜と鬼界島」『環境という視座』勉誠出版　2011 年を参照。
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なれど、翻冲富にまかせて此地を好み、蒿雀の岩窟にそひ、岩石をきりひ
らきて大家を造り、後には数丈の岩壁あり、前には二重の高塀あり､ 構
厳重にして造美麗なり。
美しい自然の中に作られた美麗な屋敷の奥には小屋があり、人間が捕らえら
れている。皆耳鼻をそがれ、目をくられ、舌を抜かれるなど、悲惨な有様であっ
た。この小屋の秘密を守るため、翻冲は「世界をはなれたる地をえらみて住」
んでいるのだった。
　京伝は橘南𧮾の『東遊記』から情報を得ているとされる。南𧮾は男鹿山で
第一の奇境として「蒿雀の岩屋」を挙げ、自分は洞窟の中に入れず心残りであっ
たといいながら、こう記す。
山の麓海面に近き所に洞あり。八月の頃、海潮高き折を見合わせ行く事也。
潮洞穴に及ばざる時は、絶壁にて至りがたし。潮高く此洞に及ぶ時、小
船に乗り替えて、洞穴の中へ舟をさし入る。半道斗りにして、自然と洞
の中明らかになり、漸々に潮浅くなり、舟すすみがたき時、舟より下りて、
猶奥深く入るに、次第に洞穴広く細かなる砂清らかにして、後には潮も
到らず、陸地と成り、遙か向うを見れば、天地明らかにして、遠山連な
り、樹木うるわしく、人家のごときも見え渡る。其景色別に一世界と覚ゆ。
此地に遊ぶ人は、猶奥深く尋ね到り見んと心ざし行く事なれど、此辺ま
で入りぬれば、さすがに行先もおぼつかなく帰路を失わん事も恐ろしく、
又乗捨て置きたりし舟をも思うがゆえに、かの洞の広くなるあたりより
先へは、ついに到り見る人なく、足早に帰り出ずると也。
また、『東遊記』はこの地が仙境とされていると述べる（9）。｢不思議な場所｣ と
されていた絶景地の情報を旅人である南𧮾が記録し、それをもとにした京伝
が、恐ろしい場所としてふくらませて『安積沼』中で描いたのである。
（9）	『東西遊記 1』橘南𧮾、平凡社、1974 年、12 ページ　なお、菅江真澄も「おがのしまかぜ」
において、この地の魑
アヤシキモノ
魅に言及している（『菅江真澄全集第四巻』未来社、1974 年、
239 ページ）。
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　以上のように、京伝は『安積沼』において＜北方＞を勝地として描く一方、
悪と怪奇の場所としても表現した。また、『安積沼』は「いづれの時代の事に
か有けん」とあり、物語自体は過去に設定され、作中の異界としての＜北方
＞も過去の像である。『安積沼』における＜北方＞は、時間的にも空間的にも
別世界である遠い場所―異界―として、作中で機能しているといえるだろう。
　京伝は続編『安積沼後日仇討』（文化 4年　合巻）でも小平次の幽霊を登場
させている。小平次の幽霊は「安積沼には本当に獺が住み、自分の姿に変じて
人を脅している」と訴え、人々が獺退治をする（図 1）。京伝は『安積沼後日仇討』
においても、安積沼を怪談の舞台として再度選択した。京伝によって小平次
の幽霊と安積沼が、またも結びつけられたのである。
　なお、鶴屋南北が『彩入御伽草』（文化 5年閏 6月、江戸市村座）で『安積沼』
図1　『安積沼後日仇討』国立国会図書館蔵
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を劇化した際には、小平次が殺される場所を安積沼ではなく山城国蛍ヶ沼と
している。南北が夏の怪談として描こうとし、「蛍ヶ沼」という名称は架空の
ものだった（10）。南北劇と比較した場合、京伝の＜北方＞志向はより明白である。
　その後、小平次の幽霊譚は安積沼と関連づけられる傾向を見せる。合巻『怪
談木幡小平次』（嘉永六年、並木五瓶作、歌川国貞画、歌川豊国画）初編では「陸
奥の安積の沼に人もしつたる小幡小平次が幽霊ばなし」という文言が序に見
られる（11）。明治期の桃川如燕の講談『百猫伝』も、小平次が殺害される場所を
仙台の大沼としているが、如燕が念頭においていたのは京伝の『安積沼』であっ
たと延広真治は述べている（12）。新歌舞伎の『生きてゐる小平次』（鈴木泉三郎
　大正 14 年）や、現代の小説『覘き小平次』（京極夏彦　平成 17 年）も小平
次譚の舞台を安積沼に設定している。
　京伝の作品はよく読まれたため、彼の描いた異界としての＜北方＞―珍し
い物産と美しい景色、そして悪のはびこる異界としての＜北方＞には、強い
影響力があった。それが、離れた場所から見た、偏ったイメージであったこ
とはいうまでもない。
　
只野真葛の場合　＜北方＞を内と外から眺めて描く
　只野真葛（享保 19年・1734 -文政 8年・1825）は工藤平助の長女で、近世に
は珍しい女性の地方文人である。江戸に育ち , 仙台藩の奥づとめを経て , 寛政
9年 35 歳で仙台藩士只野行義の後妻となり , 仙台に移り住む。独創的な思想を
展開した「独考（ひとりかんがえ）」の他、『奥州ばなし』『むかしばなし』な
どを書いた。本稿では『奥州ばなし』を扱う（13）。『奥州ばなし』は江戸の人を
想定読者として、只野家とその周辺の人々から聞いた話を取り上げている。怪
談といっても、京伝と異なり、真葛は空想に基づいた話を書いてはいない。
（10）	古井戸秀夫『評伝鶴屋南北第一巻』白水社、2018 年、752 ページ
（11）	国立劇場調査養成部『正本写合巻集 11　怪談木幡小平次・小幡怪異雨古沼』2013 年、
175 ページ
（12）	『新日本古典文学大系　明治編 7　講談　人情咄集』岩波書店、2008 年、437 ページ
（13）	只野真葛の作品の引用にあたっては『叢書江戸文庫　只野真葛集』国書刊行会、
1994 年を用いた。なお、『奥州ばなし』は勝山海百合が現代語訳を試みており、『只
野真葛の奥州ばなし』荒蝦夷、2017 年が刊行されている。
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　『奥州ばなし』の先行研究として、鈴木よね子の「只野真葛『奥州ばなし』
異界発見の一過程」がある（14）。鈴木は「江戸からみた奥州のイメージ、地方か
らみた江戸のイメージを相互に形づくろうという姿勢がみられる」と評して
いる。また、『奥州ばなし』の中に、江戸では聞くことができないような山中
のハナシや超自然的なハナシが含まれていることを重視し、具体的に以下を
挙げている。すなわち
一 ｢狐とり弥左衛門が事并に鬼一管　狐とり名人の話等
二「おいで狐の話并に岩千代権現」江戸の狐は宮城野の狐だった
三「白わし」鷲と狩人の死闘
四「七ヶ浜」屍を食う山姥
五「熊とり猿にとられしこと」狩人が猿に食われる
六「三郎次」山女
八「かっぱ神」中新田合羽神の池の先の不思議な家
九　｢柳町山伏｣ 山伏の怪
十「乙二」山伏の札の不思議
十三　「めいしん」超自然的な力を持った人
十四「狐つかひ」清安寺の僧が見せる不思議な術
十五　「上遠野伊豆」　狐つかいという噂のある武術の名人
二十三「狼打ち」義弟たちが目撃した狼の習性
　である。十二「猫にとられし盗人」十七｢沢口忠太夫｣十八「四倉龍頭」十九「龍
頭のこと」も、＜北方＞の怪談に含まれるであろう。
　これらのうちから、一例として ｢三郎次｣を紹介する。三郎次が十六、七の頃、
早朝薪をとりに山に行くと、松山の木の間より、一人の女が髪を乱して歩いて
きた。色白で、真っ黒の長い髪の大女（松の上より頭が見えるほど）で、眼
中のいやなこと人間のようではなかった。朝日に照らされ、とても恐ろしかっ
たので、逃げ帰って二度とその山には入らなかった。松山の梢の上から頭が
出るということは、身の丈二丈、頭の大きさも三尺ばかりと思えた。
（14）	鈴木よね子「只野真葛『奥州ばなし』――異界発見の一過程――」『都大論究』23 号、
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　これは ｢山女｣ の話だが、｢七ヶ浜｣ も山女を扱う。鈴木は「土地と関わっ
たハナシの中に、怪異や猟、超自然的なものが書かれていることが、奥州の持
つ特殊性を強く示している」と述べる。真葛は江戸から仙台に移住したことで、
文献では得られない現地の情報を聞き、収集することができた。話の希少性
を認め、記録するという行為は、よそ者であったがゆえに現地の話を珍しい
と感じ、なおかつ周囲の人たちと長きにわたって信頼関係を築くことができ、
さらに文筆の才に恵まれた真葛であったればこそ、可能だったと思われる。
　『奥州ばなし』の「柳町山伏」の割註で、真葛は「このはなしも、はやく聞
て有しが、もし偽にやと心もとめざりしに、召つかふ女の筋むかひなる家にて、
娘のやうす、変化の有し次第も、くはしくかたるを聞てしるしぬ」と書いて
いる。以前から知っていた話であっても、内容に疑いを覚えて事件の家に近
い人に詳しい話を聞いてから記したという。真葛は不思議な話を紹介する際、
事実を求めて脚色を廃すようこころがけている。人名や地名も実名を用いて
おり、この点で、『奥州ばなし』は怪談実話の範疇に入れることができよう。
　怪談実話には、実話の提供者＝話し手と、記録者＝聞き手が必要である。ど
んなに珍しい話をする人物がいたとしても、その話を受け止めて記録する人物
がいなければ成立しない。妹のために母の思い出を伝えるべく書きはじめた真
葛の『むかしばなし』（文化 9年成立）には多様な事柄が扱われており、江戸
で聞いた怪談も記されている。一例を示そう。祖父の工藤丈庵が仙台藩に召
し抱えられた頃、住んでいた袖ヶ先の藩邸では怪しい事が多かった。石降り（長
屋の内へ石が投げ入れられる）や枕返し（寝ているうちに頭を置いた位置を
変えられる）が起こり、灯し火が消えたり、蚊帳の釣り手が落ちるなどの出
来事が続いた。見張り役に選ばれた丈庵は、怪異現象を実体験した。あまり
｢妖怪がち｣ なので、昼夜空鉄砲で威嚇すると、赤毛の獣が出現し、姿を消した。
しばらくして巨大な猫が昼寝をしているので鉄砲で打ち止めると怪しいこと
はなくなったという。丈庵は真葛が生まれる前に没しており、この話は父と
祖母から真葛が聞いたものである。
　『奥州ばなし』にも、猫退治の話がある（「沢口忠大夫」）。力持ちの沢口忠大
夫（義弟覚左衛門の養父）が 18 歳の頃、細横道に出るといわれていた化け物
をためしに行く。忠大夫は一人で行きたがったが、連れの人々は気になって
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遠くから見守る。忠大夫は少し行くとしゃがみ、また歩き出してはしゃがん
でいた。月影に刀の光るのが見えたので、連れの人々が近づくと忠大夫は「肩
にかかって押すものがあるので引き外して切った」と言う。切られたのは、子
犬ほどの大猫だった。仙台でこの話を聞かされた真葛は、＜北方＞の奇談とし
てではなく、昔江戸の家族から聞いた話に似たものとして受け止めたのではな
いだろうか。なお、研究者たちは、真葛の聞く力や記憶力に着目している（15）。
　真葛は珍しい話を聞いて疑問に思うことは自分なりに確かめたり考えては
いるが、怪異を受容する器量に恵まれていた思われる。彼女自身、異常な体験
をする人であった（16）。未来の予言か仏の声かとも思える言葉を耳にし、亡父の
不思議な夢を見ている。『独考』では「さとり」を経験したと述べている。そ
れは心が「ふと抜上りて地をはなれし」という感覚であり、｢人の心がろくろ
首のごとくふと抜出て、かたまる｣ とも説明している。これは彼女の生涯に
おける重要な体験で、思うに任せぬ状況の中で思い詰めていた時、心が抜け
上がって切迫感から解き放たれたのであるが、それを妖怪ろくろ首にたとえ
ている。
　自分の体から心が抜けるという特殊な経験を､ 晴れがましく感じていた真
葛だったからこそ、有名な ｢影の病｣ を記すこともできたのではないだろうか。
『奥州ばなし』所収の「影の病」とは､ 以下のとおりである。
北勇治と云し人、外よりかへりて、我居間の戸をひらきてみれば、机に
おしかゝりて人有。誰ならん、わが留守にしも、かくたてこめて、なれ
がほにふるまふは、あやしきことゝ、しばし見ゐたるに、髪の結やう、
衣類帯にゐたるまで、我常に着しものにて、わがうしろ影を見しことは
なけれど、寸分たがはじと思はれたり。余りふしぎに思はるゝ故、おも
てを見ばやと、つか
〵 〳
とあゆみよりしに、あなたをむきたるまゝにて、
障子の細く明けたる所より、縁先にはしり出しが、おひかけて障子をひ
（15）	門玲子『わが真葛物語　江戸の女流思索者探訪』藤原書店、2006 年、179 ページ　
関民子『只野真葛』吉川弘文館、2008 年、142 ページ　ベティーナ・グラムリヒ＝
オカ『只野真葛論　――男のように考える女――』上野未央訳、岩田書院、2013 年
　49 ページ
（16）	『只野真葛集』鈴木よね子解題、551 ページ
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らきみしに、いづちか行けん、かたちみえず成たり。
　勇治はそれから病みつき、その年のうちに死んだ。彼の祖父も父も自分と
同じ人物を見て病気で死んだのだったが、母も家来たちもあまりにも忌まわ
しいので本人には話していなかった。勇治の妻（只野家の遠縁の娘）は 2歳
の男子を抱えて後家になった。
　これはいわゆる自己像幻視であり、ドッペルゲンガーの怪談として知られ
る（17）。真葛は自分の体から魂が抜け上がった経験を「さとり」と認識していた
が、これは自分が自分から抜けて二つになることでもあり、影の病とどこか
似ている。真葛は関係者に同情しながら、不思議な事実譚として受けとめた
のではないかと思われる。
　｢現在の事実｣ を標榜する怪談実話の聞き書き集といえば、『遠野物語』（明
治 43 年）が近代における嚆矢である。門玲子は真葛の紹介する山女の話と同
様の話が『遠野物語』にあること、只野家の遠祖がもともと遠野郷に近い和
賀郡（岩手県）の出身であることを指摘している（18）。『遠野物語』と『奥州ば
なし』の関係について、あらためて考えてみよう。東雅夫は、前掲書において、
怪談実話の分野に先鞭をつけた近世の作品として『谷の響』を位置づけてい
る（19）。作品の成立年代を比較すると『奥州ばなし』は文政元年（1818）、『谷の
響』は万延元年（1860）であり、前者の方が古い。『奥州ばなし』も『谷の響』
も、収録されたすべての話が怪談とはいえないが、『奥州ばなし』『谷の響』『遠
野物語』とつながる＜北方＞の怪談実話の系譜を考えることは可能である。そ
のうえで、先に書かれたという点からすれば、『奥州ばなし』の先駆性を評価
すべきである。
　実話を標榜する『奥州ばなし』の＜北方＞は、江戸在住の京伝が＜北方>
（17）	｢影の病｣ は幻想文学譚としてはよく知られている。例えば『日本古典文学幻想コ
レクション I 奇談』（須永朝彦編訳、国書刊行会、1995 年）等のアンソロジーで繰
り返し収録されているほか、山下武『20 世紀日本怪異文学誌　――ドッペルゲンガー
文学考』実業之日本社、2003 年等でも扱われている。また、疾病史の事例として考
察されることもある（例　長谷川雅夫、辻本裕重、ペトロ・クネヒト、美濃部重克『「腹
の虫」の研究』名古屋大学出版会、2012 年 120 〜 121 ページ）。
（18）	門､ 前掲書、185 ページ
（19）	東、前掲書、453 ページ
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を極端な異界として描いたのとは対照的に、あくまでも人々の生活空間であっ
た。真葛は＜北方＞を移住者としての外の視点と、生活者としての内の視点
によって眺めることができた。かの地で見聞きした不思議な出来事には、よ
そ者から非常に珍しく感じられるものもある一方、江戸で起こる怪異現象と
似たものもあった。つまり、現実的な不思議が起こる生活空間として、真葛
は＜北方＞を描いたといえよう。
平尾魯僊の場合―＜北方＞を内から描く
　平尾魯僊（文化 5年・1808 －明治 13年・1880）は江戸後期 -明治時代の画家・
国学者で、弘前において多方面の業績を上げた人物である。郷土の風物画をの
こし、画号は魯仙、俳号は芦川、著述には魯僊等を用いる（本稿では魯僊で統
一）。上方や江戸に出る機会に恵まれなかったが、安政二年に松前・箱館に旅
して外国船を直接目撃するなど、異国を含め広い世界に強い関心を持ってい
た。2013年には青森県立郷土館の開館40周年記念特別展「平尾魯仙　青森のダ・
ヴィンチ」展が開催され、注目されている。怪談史においては、地元で収集
した怪談や珍しい現象を具体的かつ実証的に記した『谷の響』の著者として知
られる。本稿では『谷の響』を中心に、彼の＜北方＞の怪談について検討する。
　『谷の響』の原本には挿画があったとされるが、所在不明で､ 複数の写本が
ある（20）。『日本庶民生活史料集成　第十六巻　奇談･奇聞』（三一書房　1970年）
に翻刻されており、森山泰太郎の解題には
筆者の見聞と体験にかかわる津軽領内の神霊・妖魔に関する異事奇聞が中心で
ある。筆録に当っては、何の年に何処の村の話で、何某という者の語りしなり、
というように忠実な聞き書きの体裁で通し、読者に実話としての真実感を深
めさせるばかりでなく、これが巧まぬ文章表現の技法ともいえる効果をあげ
（20）	青森県立郷土館『平尾魯仙　青森のダ ･ ヴィンチ』展図録、2013 年、82 ページ、
増田公寧筆
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ていると思われる（21）。
と評価されている。実話という点から、魯僊の著作『合浦奇談』と『谷の響』
の事例を数値化した増田公益も「多くは、とき、ところ、話者、体験者等を
明示しながら、実録・記録的な形式を以て描かれている。そして、九割以上
が筆者が生きた 19 世紀の話であり、主な舞台も作者の住む弘前城下を中心と
した津軽地方一帯である」と述べている（22）。
　『谷の響』の、不思議な物語の例を挙げよう。田光沼からは不思議な管弦の
音がきこえ、田代嶽には山女、番館村には河媼がおり、木筒淵の虻は群れをな
して人を襲う（巻之一）。艫作村の浜には巨大な蛸が現れて馬を狙い死人を求
め、（巻之二）、海からはしばしば異魚がとれるが、例が多く書ききれないほど
（巻之三）。樹木は血を流し（巻之三）、キノコや数の子、蛸は、それを食べた
人間たちを死に追いやり（巻之四）、鍋に入れた鶏肉は､ 生きる執念ゆえか鍋
から跳ね出す（巻之五）など、話の中身は多様である。これらには自然界の
生存競争、生き物の生への執念が描出されており、都会の怪談とは異なるよ
うに思われる（23）。
　魯僊の個性を示しているのが『谷の響』2-4「怪蚘」である。田中傳之丞の
子市太郎が病身で、時々虫を吐いたが、ある時長さ八寸ばかり、目口がなく、
先が二股にわかれた虫を吐いた。魯僊は「己この時九歳にてあれば好き弄物と
思ひ、細き柴もてあちこちと觸りて見るに、勵
はげ
しく紆
く ね り ま が り
曲䖤蠖て宛爾憤れる形の
（21）	『日本庶民生活史料集成　第 16 巻　奇談 ･紀聞』三一書房、1970 年。『谷の響』の
引用にあたっては、この三一書房版を用いた。『谷の響』の民俗学的な先行研究と
して　
	 山下祐介編『砂子瀬 ･川原平の生活文化記録集第 3号　砂子瀬 ･川原平を歩いた人
びと』砂川学習館、2007 年　
	 小島康敬「幕末期津軽の民俗学者 ･平尾魯仙　平田篤胤と柳田国男の間」年報『市
史ひろさき』10 号
	 Kojima	Yasunori,	Hirao	Rosen:	Late-Tokugawa	Folklist	from	Tsugaru	Domain,『ア
ジア文化研究』36 号　を参照
（22）	『平尾魯仙　青森のダ ･ヴィンチ』83 ページ
（23）	なお、『魯仙視聴録（抄録）』（弘前市立弘前図書館蔵　YK388-5 新聞切り抜き　掲載
紙や掲載年月日は不明　魯僊の死後散逸した草稿を写し、郷土史料として紹介）には、
天明の飢饉で餓死した下女の霊が、自分を追い出した家の人々を恨み死なせる話があ
る。人間も動物や植物と同様、厳しい生存競争の中にいることを伝えている。	
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ごとし。身の色は淡褐と覚えしなり」と書いている。病児の体から出た虫で
遊ぶなど、魯僊が子どもの頃から好奇心旺盛だった様子がよくわかる。さらに、
文政 3、4年のころ、古物店で大蛇の皮を得、観察（5－ 14）した様子を記し
ている。
　このような実証的精神を持った魯僊の、事実を求め記録しようとする態度
を作品から見てみよう。2－ 16 ｢怪蟲｣ は以下のような話である。
文政年間、千葉某といへる人嶽の温泉に浴したる時、同僚の人二三人に促
されて筍子を摘るにとて山に上り、篠叢の繁みに入りて探れるうち、何
やらん羘響して竹の葉の揺れ亘れるに、如何なるものや出来んと俱に足
をふみしめ見やりたるに、長さ二尺ばかり匝は一尺もあるべき形状芋蠋
の如く太く短きものにして、背に金色の鱗を累ね頭は小児の弄ぶ獅子と
いふに似て、眼口大きく髪を被りていと怕きものなるが、蝹蟉と出来る
にすは撃殺せと立蒐らんとするに、一人堅く制する人有りしが､ 手を下
さで見てあればこのもの驚き惶るゝ気象なく、徐に路を横ぎりて傍らな
る叢箴に入りけるなり。龍にあらず蟒蛇にあらず、いまだ諸史にも見へ
ざる蟲にていと
〵 〳
奇代のものなりと、この千葉氏は語られき。
この話は絵とともに読むと、より興味深い。原本は先述したとおり所在不明
であるが、弘前市立弘前図書館所蔵の『谷の響』（YK388 － 8）の附録図（YK388-9
　明治 24 年　中村雲毫月川の写）の絵（図 2）は千葉氏が遭遇した怪虫の図
と思われる。同様の怪虫図は、魯僊の『異物図会』（KK081	 ヒラ）にもある。
『異物図会』は彼の大著『幽府新論』の附録『巨物志』の附録で、高齢になっ
た魯僊が今まで画きためていた粉本を自分の弟子たちに描かせ、文章は自分
が担当した。『異物図会』の怪虫（図 3）は弟子の工藤仙乙が描いている。こ
れらから、魯僊本人の描いた怪虫の姿を推測することができよう。
　千葉氏の目撃した怪虫は魯僊本人は見ていないが、人の話と蛇皮などの物的
資料をもとに絵を描いたものと思われる。また、2－ 16 には、三ツ目内でと
らえられた怪虫を、御蔵町の寅次郎が魯僊のもとに持参して名を聞いたがわ
からなかったと述べている。この虫と思われる図も『異物図会』第五巻にある。
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図 2　『谷の響　附録』弘前市立弘前図書館蔵
図 3　『異物図会』弘前市立弘前図書館蔵
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『谷の響』には不思議な魚の話も散見されるが、魯僊の生家は魚商であり、珍
しい魚類の情報を得やすい環境だったのだろう。
　『異物図会』の自序で絵と文の双方がそろってはじめて、その対象の真意が
伝わるという考えが述べられている（24）。『異物図会』成立の前に書かれた『谷
の響』であるが、不思議な現象の事実性を補強するために文と絵を用いたも
のと考えられる。
　『谷の響』5－ 11 は、金木村の弥六が山で大蝦蟇や怪獣に遭遇した話である。
金木村の山中大倉ヶ嶽の渓流で魚をとっていたところ、｢ひとつの物の小狗の
如き｣ が現れた。頭の上に角があり、眼は丸く光っており、こちらをにらん
で淵の底に沈んだ。皆恐れて逃げたが、弥六は捕らえようと六日間ねばったが、
その後怪獣を見ることはなかったという。その怪獣は、前掲『谷の響』附録
では図 4である。
　こうした『谷の響』の絵は、先に挙げた京伝の作品の挿絵とは意味づけや
機能が異なるのではないかと筆者は考える。どちらも絵に描かれた不思議な
怪獣である点では同じだが、その表現の意味、作品の機能には違いがあるの
ではないだろうか。図 1は、虚構の物語の内容をふまえて絵師が描いたもので、
話を面白く読者に伝えるためにある。図 2〜 4は事実とされた事柄をふまえ
て絵師が描いたもので、対象の実在を示すためにある。
　以上のように、魯僊は怪奇談を集めて記録したが、その目的と主題は、人
間の理解を超えた不思議な現象とその背後にある存在を実証することにあっ
たとされる。2―12「神の擁護」では、自分が幼少時火遊びをして危険な目に
あったが助かった時の経験や、2―13 ｢犬無形に吼える｣ では、何も無いのに
犬が無闇に吠えた現象を挙げているが、それは「現に神ある事」｢幽界のもの
｣ が来た事を示しているのである。神の実在を信じ、幽冥界の存在を実証す
る平田国学を学んでいた魯僊にとって、怪談実話の収集は思想的行為であっ
た。彼は上方や江戸へ出る機会を持たなかったかわりに、内なる＜北方＞の
怪談収集に取り組んだ。魯僊の示す＜北方＞は、人間の周囲に不思議な自然界、
そして幽冥界へとつながっている場であった。
（24）	『平尾魯仙　青森のダ ･ヴィンチ』106 ページ　對馬恵美子筆
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まとめ
　19 世紀は考証家の時代とされる（25）。中央の知識人が地方の風俗へ関心を寄
せ、情報収集をしていた。最初は ｢モノ｣ から、次は形のないものへと関心
は広がっていった。屋代弘賢の名義で ｢諸国風俗問状｣ が諸国に発送された
のが文化 13年、馬琴らの呼びかけで発足した「兎園会」（参加者が奇談を持ち
寄り記録することを目的）のは文政 8年である。
　山東京伝が＜北方＞に関心を持ち、情報収集しながら作品を書いたのも、こ
うした時代を反映している。京伝は＜北方＞をあくまでその外部にいる者と
して眺め、異様な場所として書いた。当代の情報が作中の＜北方＞像に反映
されてはいるものの、他者的な異界としてのイメージは強調されている。
　只野真葛や平尾魯僊が、地道に＜北方＞の怪談実話を地道に収集していた
（25）	表智之 ｢＜歴史＞の読出し／＜歴史＞の受肉化―考証家の 19 世紀｣『江戸の思想』
第 7号　ぺりかん社、1997 年
図 4　『谷の響　附録』弘前市立弘前図書館蔵
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ことは注目すべき現象である。両者とも事実性を重んじ、怪談実話『遠野物語』
を準備する役割を果たした。しかし、二人の作品は当時広く知られる機会に
恵まれななかったがゆえに、＜北方＞発の生々しい実話が､ ＜中央＞の怪談
文学の表現に即時的かつ多大な影響を及ぼすまでには至らなかったといえる
のではないだろうか。
　本稿では対象作品を絞っているため、以上のようなまとめとなった。＜北方>
イメージの多様性、あるいは「みちのく怪談」の系譜といった大きな課題に
本格的に取り組むためには、より多くの作品を扱うことが必要であることを
述べ、筆をおきたい。
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<ABSTRACT>
The “North” of the 19th Century Ghost Story Culture: 
In the Case of Kyōden, Makuzu and Rosen
Yasuko  Yokoyama
In Japanese literature, the “North” has often been regarded as the setting 
of ghost stories. How did the authors of the nineteenth century describe the 
“North”? Santō Kyōden, an author who was born in and lived in Edo, was 
interested in the “North” and wrote works based on information he gathered 
on the area. Especially in Asakanuma and Asakanuma Gonichi no Adauchi, 
the “North” is depicted as a different world and as a stage for ghost stories. 
He looked at the “North” from the outside and emphasized it as a strange 
place. On the other hand, Tadano Makuzu, who emigrated from Edo to 
Sendai, collected elaborate real ghost stories in the “North”. Makuzu's Ōshū 
Banashi can be seen as a pioneering work leading to Yanagita Kunioʼs Tōno 
Monogatari. In addition, Hirao Rosen gathered ghost stories of the “North”, 
his local area, and expressed them as pictures. Makuzu and Rosen could 
write authentic real ghost stories of the “North”. However, their works were 
not widely read in their time; it was impossible to have an immediate and 
significant influence on the representation of the ghost story literature at the 
centerl.
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